
 
 

一 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
八
条
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

「
第
一
章 

総
則
（
第
一
条─

第
七
条
） 

 

目
次
中
「
第
一
章 
総
則
（
第
一
条─

第
七
条
）
」
を 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

に
、
「
第
四
十
七 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

第
一
章
の
二 

基
本
方
針
（
第
七
条
の
二
）
」 

条
」
を
「
第
四
十
七
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
中
「
関
し
」
の
下
に
「
、
中
長
期
的
な
目
標
及
び
基
本
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
」
を
加
え
、
「
策
定
す
る
と
と
も

に
」
を
「
策
定
し
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
中
長
期
的
な
目
標
） 

第
二
条
の
二 

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
地
球
全
体
の
地
表
及
び
大
気
の
温
度
の
上
昇
を
欧
州
地
域
に
お
い
て
工
業
化
が
開
始
し

た
年
代
か
ら
二
度
以
内
に
抑
え
る
た
め
、
国
際
社
会
に
お
い
て
我
が
国
の
占
め
る
地
位
を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る
目
標
を
達

成
す
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。 



 

二 

一 

平
成
三
十
二
年
ま
で
に
、
我
が
国
に
お
け
る
一
年
間
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
を
、
平
成
二
年
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
の
量
か
ら
こ
れ
に
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
量
を
減
じ
た
量
以
下
と
す
る
こ
と
。 

二 

平
成
六
十
二
年
ま
で
に
、
我
が
国
に
お
け
る
一
年
間
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
を
、
平
成
二
年
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
の
量
か
ら
こ
れ
に
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
量
を
減
じ
た
量
以
下
と
す
る
こ
と
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
国
は
」
の
下
に
「
、
前
条
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
」
を
加
え
る
。 

 

第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

第
一
章
の
二 

基
本
方
針 

第
七
条
の
二 

政
府
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

社
会
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
を
図
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
効
率
化
等
の
対
策
を
講
ず
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

現
在
の
持
続
不
可
能
な
社
会
経
済
の
シ
ス
テ
ム
の
転
換
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大
限
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制

す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
。 

二 

事
業
者
団
体
と
の
間
に
お
い
て
当
該
事
業
者
団
体
に
係
る
事
業
者
の
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の

削
減
の
目
標
そ
の
他
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
協
定
（
以
下
「
削
減
協
定
」
と
い



 
 

三 

う
。
）
を
締
結
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

三 
国
内
に
お
い
て
事
業
活
動
に
伴
い
相
当
程
度
多
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
す
る
者
に
対
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

枠
を
割
り
当
て
る
と
と
も
に
そ
の
取
引
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
排
出
の
量
に
相
当
す
る
排
出
枠
の
提
出
を
義
務
付
け
る
制

度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
内
排
出
量
取
引
制
度
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
内
排

出
量
取
引
制
度
が
現
実
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
に
寄
与
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
割
当
て
の
総
量
、
割
当
て
の

方
法
等
の
適
切
な
見
直
し
及
び
投
機
的
な
取
引
の
監
視
を
行
う
こ
と
。 

四 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
に
応
じ
税
を
賦
課
す
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
削
減
協
定
を
締
結

す
る
事
業
者
団
体
に
係
る
事
業
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
当
該
税
を
軽
減
す
る
こ
と
。 

五 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
水
力
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
動
植

物
に
由
来
す
る
有
機
物
で
あ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
原
油
、
石
油
ガ
ス
、
可
燃
性

天
然
ガ
ス
及
び
石
炭
並
び
に
こ
れ
ら
か
ら
製
造
さ
れ
る
製
品
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
を
熱
源
と
す
る
熱
、
太
陽
熱
そ
の

他
政
令
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
供
給
量
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
量
に
占
め
る
割
合
が
平

成
三
十
二
年
ま
で
に
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ



 

四 

ー
を
変
換
し
て
得
ら
れ
る
電
気
を
こ
れ
に
係
る
費
用
を
勘
案
し
た
一
定
の
価
格
で
電
気
事
業
者
に
買
い
取
ら
せ
る
た
め
の

制
度
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

六 

削
減
協
定
及
び
国
内
排
出
量
取
引
制
度
の
適
正
な
実
施
を
担
保
す
る
た
め
、
事
業
者
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の

量
の
報
告
の
検
証
を
客
観
的
か
つ
中
立
公
正
に
行
う
た
め
の
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。 

２ 

政
府
は
、
第
二
条
の
二
の
目
標
及
び
京
都
議
定
書
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
約
束
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
前
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
一
条
第
二
項
の
次
に
五
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
項
第
一
号
中
「
太
陽
光
、
風
力
そ
の
他
の
化
石
燃
料
以

外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
を
第
二
十
条
の
三
と
し
、
同
条
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
二
十
条
の
五
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
目
標
と
な
る
べ
き
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
の
原
単
位
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
を
定
め
、
こ
れ
を
達
成
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
一
条
を
第
二
十
条
の
三
と
し
、
同
条
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
十
条
の
六
第
一
項
中
「
以
下



 
 

五 

「
」
を
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
二
の
改
正
規
定
中
「
当
該
事
業
所
」
を
「
当
該
事
業
所
に
係
る
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
（
以
下
「
事
業
所
管

大
臣
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
、
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
（
」
を
「
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
及
び
」
に
改
め
、
「
、
当
該

事
項
及
び
」
を
削
り
、
「
、
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
）
を
当
該
特
定
排
出
者
」
を
「
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
主
務
大

臣
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、
「
次
の
一
項
」
を
「
次
の
二
項
」
に
、
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、

「
次
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
同
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
事
業
所
に
係
る
事
項
の
報
告
は
、
当
該
報
告
に
係

る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都

道
府
県
知
事
は
、
当
該
報
告
に
係
る
事
項
に
関
し
意
見
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
三
の
改
正
規
定
か
ら
第
二
十
一
条
の
十
を
改
め
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
ま
で
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
三
及
び
第
二
十
一
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
二
十
一
条
の
三
及
び
第
二
十
一
条
の
四 

削
除 



 

六 

 
第
二
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
」
を
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

報
告
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
う
ち
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
を
行
う
特
定
排
出
者
に
係
る
も
の
を
当

該
事
業
所
管
大
臣
」
を
「
を
当
該
フ
ァ
イ
ル
記
録
事
項
に
係
る
特
定
排
出
者
の
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
（
以
下
「
事
業
所
管
大

臣
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
」
を
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
」
の
下
に
「
及
び
都
道
府
県

知
事
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
八
第
一
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
通

知
さ
れ
た
」
を
「
提
供
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
通
知
さ
れ
た
」
を
「
提
供
さ
れ
た
」
に
改
め
、
「
事
業
所
管
大
臣
」
の
下
に
「
及
び
都
道

府
県
知
事
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
把
握
に
必
要
な
情
報
の
提
供
） 

第
二
十
一
条
の
十 

一
般
消
費
者
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
事
業
を
行
う
者
は
、
そ
の
供
給
の
相
手
方
に
対
し
、
そ
の



 
 

七 

供
給
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
把
握
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
留
意
し
つ
つ
」
の
下
に
「
、
削
減
協
定
を
締
結
す
る
事
業
者
団
体
に
係
る
事
業
者
に
あ
っ
て
は
当

該
削
減
協
定
の
内
容
を
踏
ま
え
て
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
二
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
を
削
り
、
第
四
十
七
条
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
、
「
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
請
求
」
を
削
り
、

同
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。 

 

第
四
十
七
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

第
七
章
中
第
四
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
事
務
の
区
分
） 

第
四
十
七
条
の
二 

第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地

方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
条
を
改
め
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
し
、
附
則
第
二
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
二
項
を
削
る
。 



 

八 

 
附
則
第
一
条
第
一
号
中
「
第
八
条
」
を
「
目
次
の
改
正
規
定
（
「
第
一
章 

総
則
（
第
一
条─

第
七
条
）
」
を
改
め
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
一
条
の
改
正
規
定
、
第
二
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
三
条
の
改
正
規
定
、
第
一
章
の
次
に
一

章
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
八
条
」
に
改
め
、
「
限
る
。
）
」
の
下
に
「
、
第
二
十
二
条
の
改
正
規
定
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
二
条
中
「
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
及
び
第
二
十
一
条
の
十
」
を
「
、
第
二
十
一
条
の
五
、
第
二
十
一
条
の
八
及

び
第
四
十
五
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
） 

第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 



 
 

九 

第
六
条 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
一
条
中
「
、
第
八
条
及
び
第
九
条
」
を
「
及
び
第
八
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
九
条
を
削
る
。 


